
　

Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
が
進
化
し
、
社
会
が
変
革
期
に

あ
る
中
、
次
期
学
習
指
導
要
領
で
は
「
情
報
活
用
能
力
」

の
育
成
が
重
視
さ
れ
、「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
」
で
は

教
科
「
情
報
」
の
導
入
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
北
海
道・

私
立
札
幌
龍
谷
学
園
高
校
で
は
、
未
来
を
生
き
る
生
徒

た
ち
に
「
情
報
」
の
学
習
が
さ
ら
に
必
要
と
考
え
、
３

北海道・私立札幌龍谷学園高校
◎札幌龍谷学園札幌女子高校として開校し、
1995年に現校名に改称。「生かされて生きる」
を教育理念、「和顔愛語」を校訓とし、心を育
てる教育を重視する。習熟度に応じて「特進」
「プログレス進学」「未来創造」など、５コース
を設置。オーストラリア研修や留学生の受け
入れなど、国際教育も積極的に推進している。
◎設立　1963（昭和38）年
◎形態　全日制／普通科／共学
◎生徒数　１学年約 220人
◎２０１９年度入試合格実績（現浪計）
国公立大は、小樽商科大、北海道教育大、札
幌医科大などに 23人が合格。私立大は、北
海学園大、北星学園大、中央大、龍谷大など
に延べ 88人が合格。
◎URL

北海道・私立札幌龍谷学園高校
相蘇孝哉　あいそ・たかや　

教職歴９年。同校に赴任して２年目。
情報教育部。
ＩＣＴ環境を生かし、アクティブ・ラーニングの視点を
取り入れた授業を推進している。https://sapporo-ryukoku.ac.jp/

8:55 前回の復習と本時の解説 授業
ハイライト

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、

他
教
科
と
の
融
合
で
、

情
報
化
社
会
を
生
き
抜
く
力
を
育
む

前時の復習として、相蘇先生が、画像のデジタル表現（画素・
解像度など）を解説した。画像を画素によって区画化する
標本化、画素を色の組み合わせで示す量子化、その情報を
２進法で表現する符号化という、画像のデジタル化のプロ
セスを振り返った。それを踏まえ、本時の導入として光の
三原色について解説した。

●
１
年
生
の「
情
報
」で
、単
元「
情
報
の
デ
ィ
ジ
タ
ル
表
現
」

の
全
７
時
間
の
う
ち
の
５
時
間
目
。
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
の
す
べ

て
の
色
は
赤
・
緑
・
青
の
３
色
で
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

理
解
す
る
た
め
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
カ
メ
ラ
機
能
を
用
い

た
実
験
を
行
っ
た
。（
Ｐ
．33
に
単
元
の
指
導
計
画
を
掲
載
）

情報

実践

次
期
学
習
指
導
要
領
を
見
据
え
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
推
進

相
蘇
先
生
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

主体的・対話的で
深い学びへ
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年
ほ
ど
前
か
ら
、校
内
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
、タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
活
用
し
た
教
科
学
習
の
推
進
、
情
報
専
門
学

校
と
の
連
携
授
業
な
ど
を
実
施
。「
情
報
」
の
担
当
教

師
を
４
人
に
増
や
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
拡
充
し
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
改
革
を
進
め
て
い
た
同
校
に
２
０
１
８
年

度
に
赴
任
し
た
相あ

い

蘇そ

孝
哉
先
生
は
、
そ
の
環
境
を
生
か

し
て
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
以
下
、
Ａ
Ｌ
）

の
視
点
を
取
り
入
れ
た
授
業
を
始
め
た
。

　
「
前
任
校
の
時
か
ら
、
Ａ
Ｌ
に
関
す
る
知
識
や
手
法

に
つ
い
て
学
校
を
超
え
た
勉
強
会
に
参
加
し
て
学
び
、

指
導
案
を
作
成
し
て
い
ま
し
た
。
本
校
で
は
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
環
境
が
整
い
、
生
徒
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
１

台
ず
つ
持
っ
て
い
ま
す
。そ
の
環
境
を
生
か
し
て
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
や
実
験
な
ど
を
取
り
入
れ
、
講
義
型
の
授
業

ス
タ
イ
ル
か
ら
の
脱
却
を
図
っ
て
い
ま
す
」

　

相
蘇
先
生
の
授
業
の
特
徴
は
、
他
教
科
・
科
目
の
指

導
ノ
ウ
ハ
ウ
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
る
こ
と
だ
。

　

今
回
の
「
画
像
の
デ
ィ
ジ
タ
ル
表
現
」
で
は
、
教
科

書
に
沿
っ
た
原
理
の
説
明
に
と
ど
ま
ら
ず
、
理
科
の
実

験
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、
生
徒
自
身
が
道
具
を
使
い
、
生

徒
同
士
で
協
働
し
て
「
光
の
三
原
色
」
に
よ
る
発
色
の

仕
組
み
を
確
認
し
た
。

　
「
教
科
書
を
読
む
だ
け
で
は
、
学
習
内
容
は
単
な
る

知
識
に
と
ど
ま
り
が
ち
で
す
が
、『
実
験
』
で
実
際
に

自
分
の
手
を
動
か
し
、
自
分
の
目
で
確
認
す
る
こ
と
で
、

理
解
が
深
ま
り
、定
着
度
も
高
ま
る
で
し
ょ
う
。今
日
の

授
業
で
も
、実
験
中
に
生
徒
が
う
な
ず
い
た
り
、リ
フ
レ

ク
シ
ョ
ン
に
集
中
し
て
取
り
組
ん
で
い
た
り
と
、意
欲

的
に
授
業
に
参
加
し
て
い
る
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
」

　

グ
ル
ー
プ
で
の
話
し
合
い
や
発
表
の
方
法
は
、
国
語

の
授
業
を
参
考
に
し
た
。
話
し
合
い
で
は
、
生
徒
が
自

分
の
考
え
を
述
べ
合
う
だ
け
で
は
な
く
、
メ
ン
バ
ー
の

考
え
を
し
っ
か
り
聞
き
取
る
こ
と
に
意
識
を
向
け
さ
せ

る
。
そ
し
て
、発
表
の
際
は
、自
分
の
考
え
だ
け
で
な
く
、

グ
ル
ー
プ
で
ど
の
よ
う
な
考
え
が
出
た
の
か
も
要
点
を

ま
と
め
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
さ
せ
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
や
傾
聴
力
、
表
現
力
を
高
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
地
理
歴
史
・
公
民
科
の
教
師
か
ら
は
、
知
的

財
産
権
の
成
り
立
ち
や
意
義
を
聞
き
、
生
徒
に
説
明
し

た
。「
情
報
」
の
教
科
書
に
書
か
れ
て
い
る
法
律
の
意
義

な
ど
に
加
え
て
、
知
的
財
産
権
保
護
は
制
作
者
の
権
利

を
守
る
だ
け
で
は
な
く
、
文
化
の
発
展
が
根
底
に
あ
る

こ
と
を
踏
ま
え
さ
せ
、「
な
ぜ
著
作
権
が
必
要
な
の
か
」

と
い
っ
た
問
い
か
け
に
深
み
を
持
た
せ
よ
う
と
努
め
た
。

　
「
他
教
科
と
の
つ
な
が
り
が
多
い
『
情
報
』
の
教
科
特

性
を
生
か
し
て
、
教
科
書
の
枠
を
超
え
た
活
動
や
思
考

を
深
め
る
問
い
に
な
る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
」

　

相
蘇
先
生
が
Ａ
Ｌ
を
授
業
に
取
り
入
れ
た
当
初
は
、

9:18 9:08タブレット端末を使った実験 個人で考え、グループで共有

2人 1組で、ディスプレーがどのように色を表現しているの
かを確認する実験を行った。白一色にしたタブレット端末の
画面を、レンズに水滴をつけたもう一方のタブレット端末で
撮影。水滴によって端末が顕微鏡の役目を果たすようになっ
た。拡大して撮影した白一色の画面を、画像データとして保
存した。

「ディスプレーはどのように色を表現しているか」を生徒個々
に約３分間考えさせ、考察結果をタブレット端末に入力し、先
生のタブレット端末に送信。次に、４人グループになり、メン
バーに自分の考えを説明した後、「赤を１とすると……」「色に
光をあてるのでは？」などと、約５分間話し合った。先生に指
名された2人が、自身の考えとグループで出た意見を発表した。

他
教
科
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
り
入
れ
て

問
い
や
活
動
内
容
の
質
を
高
め
る

思
考
の
活
性
化
・
深
化
へ
の
配
慮

個
人
の
考
え
を
持
た
せ
る
こ
と
で
、

話
し
合
い
を
活
性
化
さ
せ
る

場
づ
く
り
へ
の
配
慮
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グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
。

情
報
量
が
豊
富
な
生
徒
や
、
話
し
上
手
な
生
徒
が
話
し

合
い
を
リ
ー
ド
す
る
こ
と
が
多
く
、
声
の
小
さ
い
生
徒

が
傍
観
す
る
場
面
も
見
ら
れ
た
。

　
「
そ
の
原
因
を
考
え
る
う
ち
に
、
議
論
に
必
要
な
知

識
や
自
身
の
意
見
を
整
理
さ
せ
ず
、
い
き
な
り
話
し
合

い
を
さ
せ
て
い
た
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
課
題
を
与

え
た
ら
す
ぐ
に
話
し
合
わ
せ
る
の
で
は
な
く
、
ま
ず
１

人
で
考
え
る
時
間
を
取
り
、
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
さ

せ
た
上
で
、
話
し
合
い
を
さ
せ
る
方
法
に
改
め
ま
し
た
」

　

今
回
の
授
業
で
も
、
相
蘇
先
生
は
、
解
像
度
や
光
の

三
原
色
（
加
法
混
色
）
な
ど
の
説
明
を
し
て
か
ら
、デ
ィ

ス
プ
レ
ー
の
発
色
方
法
に
つ
い
て
生
徒
個
々
に
考
え
さ

せ
、
そ
れ
か
ら
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
わ
せ
た
。

　

今
後
は
、
グ
ル
ー
プ
内
で
各
自
の
意
見
を
共
有
す
る

だ
け
で
は
な
く
、
答
え
が
１
つ
で
は
な
い
問
い
に
つ
い

て
も
話
し
合
わ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の

マ
ナ
ー
や
フ
ェ
イ
ク
情
報
へ
の
対
処
の
仕
方
、
情
報
を

発
信
す
る
側
と
受
け
取
る
側
の
意
識
や
気
持
ち
の
違
い

な
ど
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
る
つ
も
り
だ
。

　
「
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
を
身
に
つ
け
さ
せ
な
が
ら
、
思
考

力
や
表
現
力
を
高
め
、
情
報
化
社
会
・
Ａ
Ｉ
社
会
を
生

き
抜
く
力
を
育
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

Ａ
Ｌ
導
入
の
最
大
の
成
果
は
、
生
徒
の
表
現
力
の
向

上
で
あ
る
。
毎
時
間
、
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
カ
ー
ド
を
書

か
せ
て
提
出
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
年
度
当
初
は
数
行
し
か

書
け
な
か
っ
た
生
徒
が
、
１
年
後
に
は
自
分
の
意
見
や

振
り
返
り
を
ぎ
っ
し
り
と
記
入
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

学
習
内
容
の
理
解
を
深
め
、
思
考
力
と
表
現
す
る
力
が

高
ま
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
年
度
末
に
は
、
年
度
当
初

か
ら
書
い
て
き
た
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
内
容
を
読
み
比

べ
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
機
会
に
よ
っ
て
自
身
の
成
長
に

気
づ
き
、
自
信
を
深
め
る
生
徒
も
多
い
。

　

そ
う
し
た
生
徒
の
成
長
を
見
て
、
相
蘇
先
生
自
身
、

授
業
づ
く
り
に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
る
。

　
「
か
つ
て
の
自
分
の
授
業
ス
タ
イ
ル
は
、
一
方
的
に
知

識
を
与
え
、
そ
れ
を
定
期
考
査
で
確
認
す
る
こ
と
の
繰

り
返
し
で
、
生
徒
が
成
長
し
て
い
る
の
か
、
実
感
が
持

て
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
は
、
生
徒
の
表
情
や
課
題

に
取
り
組
む
姿
勢
、
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
カ
ー
ド
の
記
述

内
容
な
ど
を
通
し
て
、
生
徒
の
理
解
度
や
意
欲
・
関
心

が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

次
は
ど
ん
な
こ
と
を
し
よ
う
、
生
徒
を
ど
う
動
か
そ
う

な
ど
と
考
え
る
こ
と
が
楽
し
く
な
り
ま
し
た
」

　

今
後
は
、
生
徒
が
よ
り
主
体
性
を
発
揮
し
、
生
徒
主

導
で
授
業
を
進
め
て
い
け
る
環
境
づ
く
り
を
し
て
い
き

た
い
と
語
る
。

　
「
生
徒
自
身
が
自
ら
課
題
を
設
定
し
、
調
べ
た
り
考

え
た
り
す
る
、
探
究
的
な
要
素
を
授
業
に
取
り
入
れ
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
教
師
は
、
そ
れ
を
見
守
り
、
必

要
な
時
だ
け
助
言
す
る
。
生
徒
自
身
が
授
業
を
つ
く
る

こ
と
で
、
考
え
る
こ
と
の
楽
し
さ
や
学
ぶ
喜
び
を
感
じ

ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
目
標
で
す
」

9:34

生徒は個々に実験の振り返りを行った。タブレット端末に実
験結果と授業で学んだことを入力し、相蘇先生のタブレット
端末に送信した。相蘇先生は教室内を歩いて、「もっと具体的
に書こう」「色の組み合わせはどうなっていた？」などと声を
かけた。最後に、改めて本時の学習内容を解説し、次回は符
号化について学ぶことを伝えた。

9:29

白一色の画面を撮影した画像を確認すると、赤・緑・青の３色
の画素が規則正しく並んでいるのが分かり、生徒は「すごい」
「うまく撮れた」と驚きの声を上げた。続いて、黄で同じ実験を
行った。相蘇先生は、生徒が転送した画像を黒板に映して、白
では赤・緑・青、黄では赤・緑の繰り返しであることを説明し、赤・
緑・青の3色ですべての色を表現していることを確認させた。

個人の振り返りと解説 実験結果の共有、追加実験

毎
時
間
の
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
り
、

思
考
力
や
表
現
力
が
向
上

成
果
と
課
題
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蛯え
び

名な

芽め

生い

さ
ん
　
相
蘇
先
生
の
授
業
は
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
い
、
実
際
に
作

業
を
し
な
が
ら
学
べ
る
の
で
、
知
識
が

身
に
つ
き
や
す
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
グ
ル
ー
プ
で
の
話
し
合
い
は
、
自
分
と
異
な
る
意
見

に
触
れ
る
よ
い
機
会
で
す
。
メ
ン
バ
ー
間
で
意
見
が
異

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
い
っ
た
時
は
、
な
ぜ

そ
の
結
論
に
な
る
の
か
、
話
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
理
由
を

探
り
、
間
違
い
が
あ
れ
ば
指
摘
し
て
、
よ
り
よ
い
答
え

に
近
づ
け
る
よ
う
、
み
ん
な
で
努
力
し
て
い
ま
す
。
話

し
合
い
を
通
し
て
、
み
ん
な
が
そ
ろ
っ
て
成
長
で
き
て

い
る
実
感
が
持
て
る
の
も
、
相
蘇
先
生
の
授
業
の
魅
力

だ
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
活
動
の
時
間
を
大
切
に
し
て
、
思
考
力

や
表
現
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

熊く
ま

谷が
い

一か
ず

希き

さ
ん
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

使
っ
た
実
験
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
、

中
学
校
時
代
に
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
授

業
に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
使
う
と
、
メ
ン
バ
ー
や
先
生
と
情
報
の
や
り
取
り
が

す
ぐ
に
で
き
る
の
で
、
自
分
の
意
見
と
友
人
の
意
見
を

比
べ
た
り
、
別
の
考
え
を
持
て
た
り
し
て
、
学
び
が
深

ま
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　
相
蘇
先
生
の
授
業
は
、
話
を
聞
く
だ
け
の
授
業
と
違
っ

て
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
実
験
が
多
い
の
で
、
授
業
で

学
ん
だ
こ
と
が
印
象
に
残
り
や
す
い
と
思
い
ま
す
。
テ

ス
ト
勉
強
を
し
て
い
る
時
に
も
、「
あ
ん
な
こ
と
を
や
っ

た
な
」
と
思
い
出
し
な
が
ら
復
習
で
き
る
の
で
、
知
識

が
定
着
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
情
報
の
授
業
で
学
ぶ
こ
と
は
、
社
会
に
出
て
か
ら
も

役
立
つ
と
思
う
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
楽
し
み
な
が
ら
、

し
っ
か
り
学
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【教科・科目】情報・社会と情報　【分野・単元】情報のディジタル表現　【テーマ・作品】画像のディジタル表現　【設定時数】全７時間の中の
５時間目　【単元目標】 ディジタル表現の種類とその利点・問題点について理解させる。ディジタル化の手法を理解させる。

時
数 学習内容 身につけさせたい資質・能力 授業の流れ 教師の配慮 評価方法

１
10 進法、２進法、
16 進法について
学ぶ

• 正しい知識を身につけ
て、理解できる。

【知識】

①コンピューターは２進法の
世界であることを学ぶ。
②５人 1 組となり、１人が２
進数の１桁を担当し、与えら
れた10 進数がどのように表
現されるか、体で表現させる。

【対話的な学び】グループで協力して
行う活動を取り入れる。

課題写真

2
２進法から10 進
法、10 進法から
２進法への変換

• 既習事項を用いて意欲的
に取り組む。

【思考力、表現力、主体性】

それぞれの基数変換の方法
を具体的に解説。解き方に
ついて確かめ、問題を解か
せる。

【主体的な学び】簡単な基数変換の
問題を質問し、答えさせる。

3
情報 量の単位と
文字のディジタル
表現

• 正しい知識を身につけ
て、理解できる。

• グループ内で積極的に発
言できる。

【知識、表現力、主体性】

①２人１組になり、文字コー
ドを使って、相手に文字デー
タを送る。
②問 題 点などを考えさせ、
発表させる。

【対話的な学び】ペアで協力して行う
活動を取り入れる。　

4
A/D 変換、
画像のディジタル
表現

• 正しい知識を身につけ
て、理解できる。

【知識】

画像のディジタル化を紙上で
段階を追いながら行う。

【深い学び】アナログｰディジタル変換
回路の問題点について、広い視野を
持って考えさせる。

ワークシート

5 画像のディジタル
表現

• 正しい知識を身につけ
て、理解できる。

• グループ内で積極的に発
言できる。

【知識、思考力、表現力、
主体性、協働性】

2 人 1 組で、タブレット端末
の画面を利用し、光の三原
色ですべての色を表現してい
ることを確認する実験を行
う。

【主体的な学び】実験を通じて、三原
色の理解を深めさせる。 

【対話的な学び】グループで協力して
行う活動を取り入れる。

結果、
感想カード

6
動画のディジタル
表現、音のディジ
タル表現

• 正しい知識を身につけ
て、理解できる。

【知識】

教科書のパラパラ漫画を使
用し、静止画の集まりが動
画になることを学ぶ。

【主体的な学び】前時までの多くの要
素が関連するため、生徒に質問しな
がら既習事項を確認させる。

7
単 元 のリフレク
ション

• 既習事項を用いて意欲的
に取り組む。

【思考力、表現力、主体性】

①単元で学んだことを振り返
り、学習内容をまとめさせる。
②アプリケーションを利用し
て、学習内容のクイズを作り、
生徒同士で問題を出し合わ
せる。

【主体的な学び】単元で学んだこと、
考えが変わったことなどを記入させ
る。

【深い学び】単元の学習内容が、今後
の生活でどのように生かせるかを具体
的に考えさせる。

リフレクショ
ンカード

＊相蘇先生作成の単元の指導計画を基に編集部で作成。

単元の指導計画

生
徒
の
声
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